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１）星空の歩き方 
   季節の星座とは、夜 9時ごろ（空を見上げやすい時間）に南～頭の真上近くで空に見えている
星座のことです。 
   春は北斗七星、夏は夏の大三角、秋は秋の四辺形、冬は冬の大三角を出発点にすると、季節の 
  星をたどることができます。北極星のある北の空は、カシオペヤ座や北斗七星が、少しずつ角度 
  を変えていく様子を観察できます。 
 










   の持ち手の星を伸ばすと見つかるうしかい座の【アークトゥルス】、おとめ座の【スピカ】 



























  ・昼間に出ている星も正しく再現しています。 
   ・窓のある円盤を固定して、星座の書いてある円盤を回すと、星の日周運動を再現でき 
ます。北極星を中心に星が回っていく様子がわかります。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①（例）7/31 午
後9時の空を 
見たいとき 
② 天頂から見たい星座（例：さそり座）へ線を伸ば
した先の方角へ体を向け、目的の方角を知る。 
 
